

















































































































































































































































































































3) 教科書は,加藤新太郎編 『民事実務の基礎 (解
説編)(記録編)第2版』(弘文堂,2007)を用い
たO
神奈川ロージャーナル 第3号
4) 別途事案を作成 し,その事案について起案を求
めたのは,単なる教科書の模倣に終わることなく
自ら思考 して起案 してもらうためであった｡
5) 要件事実については,他の科目で教えている｡
しかし,選択科目であるために,その基本的な考
え方にはできる限 り授業で言及するように努めて
23
いたが,時間的な制約から悩ましいところがあっ
た ｡
6) 平成13年6月12日付 『司法制度改革審議会意
見書-21世紀の日本を支える司法制度』61,64
頁参照｡
